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移住支援プロジェクト「佐野らーめん予備校」が始動

■問合せ＝総合戦略推進室 ☎（２０）３０１２　

　市では、本気で佐野らーめん店を開業したいという方と、後継者不足

に悩むラーメン店主をつなぎ、佐野市への移住定住を見据えた独立起業

を支援するプロジェクトを進めています。

　このたび、本プロジェクトを「佐野らーめん予備校」として始動しま

した。

　佐野らーめん予備校では、佐野市への移住を前提とした上で、佐野らー

めん店経営者などの協力を得て、各カリキュラムを受講いただき、創業

支援や継承の支援を行います。また、各方面に佐野市や佐野らーめんなどの話題を提供することで、

市場拡大などに取り組んでいきます。

　下記のホームページでは、市民の皆さんにも楽しめるような内容を今後掲載していきます。

　今後の「佐野らーめん予備校」にぜひご注目ください。

問問合せ　申申込み

　
令和元年東日本台風（台風第１９号）災害義援金について

■問合せ＝社会福祉課 ☎（２０）３０２０　

　今般の台風被害に対し、佐野市および全国の方々から温かいご支援をいただきました。誠にありがと

うございました。栃木県などから佐野市へ交付された災害義援金（※）は３７７，４０５，４５０円、佐野

市へ直接お寄せいただいた災害義援金は５９，００５，００８円、合計４３６，４１０，４５８円を以下の

とおり、被災の程度に応じて被災世帯へ配分しました。

※栃木県などから佐野市へ交付された災害義援金は、栃木県、日本赤十字社および共同募金会からの災

害義援金の合計

人的被害 住家被害

合計
中等症以下 全壊 大規模半壊 半壊 準半壊

一部損壊
（１０％未満）

件数（件） ３ ６ ７５ ９２７ ８４ ８３４ １，９２９

１件あたり
額の計（円）

７４，０６８ ７４０，９８０ ５１８，４７６ ３７０，３４０ ２２２，２０４ ３７，０３４

配分総額

（円）
２２２，２０６ ４，４４５，８８０ ３８，８８５，７００ ３４３，３０５，１８０ １８，６６５，１３６ ３０，８８６，３５６ ４３６，４１０，４５８

【参考】　栃木県などからの配分額（１件当たりの額）

人的被害 住家被害

中等症以下 全壊 大規模半壊 半壊 準半壊
一部損壊

（１０％未満）

合計（円） ６６，０２０ ６６０，２７０ ４６２，１９０ ３３０，１３０ １９８，０８０ 0

※栃木県からの配分額（１件当たりの額）は、本市からの配分額に含まれています

https://www.sanoramen-yobiko.jp/ 検索

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、　　催し物などが中止や延期となる可能性があります。

　最新の情報は市ホームページをご覧      いただくか、担当部署にお問い合わせください。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

　

  「小さな拠点」づくりを進めるための活動拠点
■問合せ＝政策調整課 ☎（２０）３０００

　今回は、「小さな拠点」づくりに必要となる地域住民の方が活動・交流できる拠点について考

えてみます。

拠点のタイプ 拠点の特徴

公共が所有する遊休施設 廃校となった小学校の校舎などの公共施設などを活用し、生活サービ
スの提供や交流の拠点を整備する方法

空き家や空き店舗 空き家や空き店舗を活用し、活動拠点を整備する方法

道の駅などに併設 比較的交通量の多い道路沿いに設けられる道の駅などに併設する形で、
地域交通の結節、交流、特産品などの販売などの拠点を整備する方法

公共施設などの指定管理
者

地域にある公共施設などの指定管理者として、その施設の運営を行う
とともに、施設内の建物を活動拠点として利用する方法

　４回にわたって「小さな拠点づくり」について紹介しました。「小さな拠点」づくりは、地域の困

り事を、地域で自ら考えて解決し、住み慣れた地域で暮らしていくための環境づくりです。

～地域生活を支える「小さな拠点」づくり～　第４回
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、　　催し物などが中止や延期となる可能性があります。

　最新の情報は市ホームページをご覧      いただくか、担当部署にお問い合わせください。




